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概    要  
 がん遺伝子としての性質を有する bHLH 型転写因子の機能抑制因子 Id は、血清刺激後、短時間で
発現が上昇する初期応答遺伝子であり、互いに拮抗する TGF-β シグナルと BMP シグナルによって発
現がそれぞれ低下、上昇する。本研究では BMP シグナルによる Id2 遺伝子の発現制御機構を解析し、
他の Id の制御との比較から、BMP シグナルにおける各 Id の役割を理解することを目指した。まず、
マウス Id2 遺伝子の転写開始点の上流 3 kb 付近に BMP 応答配列を同定した。そして、BMP シグ
ナルで活性化される Smad1 及び Smad4 の結合部位の重要性と、それら転写因子の Id2 遺伝子 B
MP 応答配列への結合を示した。 
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は、まだ不明な点が多い BMP シグナルによる I
d2 遺伝子の発現制御機構を解析し、他の Id との
比較から、それぞれの特異性と普遍性を明らかに
し、BMP シグナルにおける各 Id の役割を発現制
御の側面からより深く理解することを目指した。 
 本研究ではまず、マウス Id2 遺伝子 BMP 応
答配列（=シス領域）の同定を行い、その塩基配
列の情報をもとに、既知の転写因子（=トランス







（１）Id2 遺伝子 BMP 応答配列の同定 












上流 3 kb 付近の約 270 bpの配列が、必要最小
領域として同定された。 
 
（２）BMP シグナルによる Id2 遺伝子発現制御
に関与する転写因子の解析  




る Id1 遺伝子の BMP 応答配列に相同性を示す
ことも明らかになった。 





ナルで活性化される Smad1/5 及び Smad4 の
結合部位の変異体のみ、レポーターの活性が著明
に低下した。 











が Smad1 や Smad4 であることが判明した。 
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